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冤罪を訴え続ける2人の死刑囚とその家族，

そして司法の「罪」を描いたドキュメンタ

リー映画。昭和３６年三重県名張市で5人

の女性が殺害された「名張毒ぶどう酒事件」

と，昭和41年静岡県清水市で4人の焼死

体が見つかった「袴田事件」。この2つの事

件で容疑者として逮捕され，死刑判決を受

けたのは２人の男性。半世紀に渡り無実を

訴え，いまだ再審が開かれず，司法に翻弄

され続けた2人の死刑囚とその家族の人生

を振り返った作品。

※大阪弁護士会ホームページ
からもお申し込み可能です。

▼石塚　伸一 教授

▼門脇　康郎 氏

▼小林　 修　弁護士

▼戸舘　圭之 弁護士

▼加藤　高志 弁護士

「ふたりの死刑囚」監修者

「名張毒ぶどう酒事件」弁護団

「袴田事件」弁護団

「東住吉事件」弁護団※

龍谷大学法務研究科教授（刑事法学）※８月１０日に判決が予定されている東住吉事件の
　関係者にも判決につき簡単にご報告いただく予定
　にしています。

対　　象：首のすわった乳児から未就学児まで

時　　間：シンポジウム開始１５分前～終了１５分

　　　　　後まで

申込方法：近弁連人権擁護委員会担当事務局まで

　　　　　お電話にてお申し込みください

　　　　　（☎06-6364-1227　担当：杉山）

申込期限：８月１０日（水）午後５時まで

※先着順に受け付け，定員に達した場合には申込み

　を締め切らせていただく場合がございます。

※事前申込みなしでもご入場いただけますが，資料
準備のため事前申込みにご協力お願いします。

　日本には死刑制度がありますが、ＥＵ諸国では死刑が廃止され、アメリカ合衆国でも廃止州が増え

つつあります。国家が人の命を奪う死刑という刑罰について、今わたしたちはどのように考えるべき

でしょうか。

　日弁連はこの１０月６日に福井市で「死刑廃止と拘禁刑の改革を考える」をテーマとしたシンポジ

ウムを開催します。この度、近畿弁護士会連合会では、それに先立ち「えん罪と死刑廃止を考える～

映画『ふたりの死刑囚』を観て～」と題したシンポジウムを開催することになりました。映画や弁護

団の報告を基に、今一度死刑について考えてみませんか？

事前参加申込書

※きっかけ，その他ご要望等があればお書きください。


